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岡
山
理
科
大
学
に
来
年
４

月
、
経
営
学
部
が
開
設
さ
れ
ま

す
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
市
場

分
析
）
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

（
統
計
科
学
）
の
２
本
柱
に
加

え
て
、
企
業
と
長
期
間
、
密
接

に
連
携
し
て
社
会
に
直
結
し
た

課
題
解
決
に
ゼ
ミ
形
式
で
取
り

組
む
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ラ

ボ
」
が
経
営
学
部
の
大
き
な
特

色
で
す
。
今
年
度
開
設
の
教
育

学
部
に
続
く
６
番
目
の
学
部
と

し
て
、「
社
会
に
貢
献
で
き
る

　

英
数
学
館
中
・
高
等
学
校
が
６

月
22
日
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
（
Ｉ

Ｂ
）デ
ィ
プ
ロ
マ
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｄ

Ｐ
）の
認
定
校
と
し
て
認
可
さ
れ

ま
し
た
。
来
年
度
か
ら
高
校
２

年
生
を
対
象
に
Ｉ
Ｂ
授
業
を
ス

タ
ー
ト
。
２
年
間
履
修
し
、
所

定
の
成
績
を
収
め
る
と
、
国
内

外
の
著
名
大
学
へ
の
入
学
資
格

の
取
得
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
生
徒

の
や
る
気
を
引
き
出
し
、
成
長

さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に

結
果
を
出
す
こ
と
の
で
き
る
革

新
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
現
在
、

全
世
界
１
４
０
を
超
え
る
国
々

４
０
０
０
校
以
上
の
学
校
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
Ｉ
Ｂ
Ｄ
Ｐ
の
認
定
を

受
け
て
い
る
学
校
は
、
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
な
ど

各
種
学
校
を
除
く
と
本
校
を
含

め
わ
ず
か
13
校
で
す
。
さ
ら
に
、

今
回
本
校
は
英
語
Ｄ
Ｐ
と
日
本

語
Ｄ
Ｐ
の
同
時
認
定
と
な
り
、

こ
れ
は
中
国
・
四
国
地
方
で
は

初
と
な
り
ま
す
。

　

英
数
学
館
で
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｄ
Ｐ

の
修
了
資
格
と
日
本
の
卒
業
資

格
を
同
時
に
得
ら
れ
ま
す
。
加

え
て
、
高
い
水
準
で
の
学
力
の

伸
長
を
促
し
、
個
人
の
資
質
を

導
き
出
す
ユ
ニ
ー
ク
で
挑
戦
に

満
ち
た
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学

ん
だ
生
徒
た
ち
は
、
世
界
レ
ベ

ル
で
考
え
る
意
識
や
、
国
際
社

会
へ
の
責
任
感
を
も
つ
リ
ー
ダ

ー
へ
と
成
長
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
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人
材
」
づ
く
り
に
向
け
、
新
た

な
領
域
に
ま
た
一
歩
踏
み
出
し

ま
す
。

　

経
営
学
部
は
、
現
在
の
総
合

情
報
学
部
社
会
情
報
学
科
を
発

展
的
に
改
組
し
、
規
模
を
大
き

く
し
て
経
営
学
部
経
営
学
科
と

し
ま
す
。
入
学
定
員
は
１
３
０

人
で
す
。

　

柱
の
一
つ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
は
企
業
の
中
核
機
能
の
一
つ

で
あ
り
、
経
営
学
部
で
は
企
業

の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
た
専

門
家
ら
５
人
を
新
た
に
配
置
し
、

合
わ
せ
て
９
人
の
経
営
、
経
済

系
教
員
が
極
め
て
実
戦
的
な
授

業
を
行
い
ま
す
。

　

一
方
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

は
統
計
学
と
似
て
い
ま
す
が
、

ネ
ッ
ト
上
に
あ
ふ
れ
る
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
や
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

な
ど
デ
ー
タ
を
基
に
し
た
最
新

技
術
も
含
め
て
、
デ
ー
タ
に
関

係
す
る
技
術
が
超
高
度
化
し
て

い
る
時
代
に
既
存
の
「
統
計
学
」

を
超
え
た
新
し
い
分
野
・
領
域

と
し
て
、
こ
う
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
は
専

門
家
４
人
と
い
う
手
厚
い
体
制

で
、
最
新
の
デ
ー
タ
活
用
法
な

ど
を
み
っ
ち
り
学
び
ま
す
。

　

３
年
次
に
設
定
し
て
い
る
の

が
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ラ

ボ
」
で
す
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
と
「
技
術
革
新
」
が
思

い
浮
か
び
ま
す
が
、「
最
近
で

は
経
済
的
な
価
値
を
生
み
出
す

と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
ま

す
」
と
経
営
学
部
長
就
任
予
定

の
山
口
隆
久
教
授
。
さ
ら
に「
キ

ー
ワ
ー
ド
は
『
価
値
の
創
造
』

で
す
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）

の
８
割
が
サ
ー
ビ
ス
業
と
い
う

今
の
時
代
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
る
人

材
を
育
て
る
の
が
目
的
で
す
」

と
言
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
業
は
教
育
、
金
融
、

医
療
、
情
報
、
外
食
、
情
報
、

通
信
、
レ
ジ
ャ
ー
、
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
な
ど
と
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。
こ
う
し
た
産
業
で

即
戦
力
と
な
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
に
練
り
上
げ
た
の
が
、

経
営
学
部
の
最
大
の
特
徴
で
あ

り
、
従
来
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
と
は
全
く
異
な
る
「
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
・
ラ
ボ
」
で
す
。

　

大
手
企
業
、
地
元
企
業
、
自

治
体
な
ど
約
20
社
・
団
体
と
提

携
し
、
各
企
業
か
ら
入
社
３
年

～
５
年
ほ
ど
の
若
手
社
員
・
職

員
を
「
非
常
勤
講
師
」
と
し
て

半
年
単
位
で
週
１
回
派
遣
し
て

も
ら
い
、
こ
の
講
師
が
用
意
し

た
企
業
の
課
題
を
学
生
と
一
緒

に
解
決
し
て
い
き
ま
す
。
学
生

は
能
動
的
に
実
社
会
を
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
、
企
業
・
団
体

側
は
若
手
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と

と
も
に
、
学
生
の
発
想
を
使
っ
て

「
価
値
」
を
創
造
す
る
こ
と
が
可

能
と
い
う
仕
組
み
で
す
。
一
つ

の
ラ
ボ
は
10
～
15
人
を
予
定
し

て
お
り
、
半
年
間
で
４
単
位
、１

年
間
で
８
単
位
の
設
定
で
す
。

　

山
口
教
授
は
「
こ
の
ラ
ボ
を

前
面
に
打
ち
出
し
、『
ラ
ボ
の

理
大
』、
あ
る
い
は
『
ラ
ボ
の

理
大
経
営
』
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
し
た
い
」
と
張
り
切
っ
て
い

ま
す
。   

（
※
２
面
に
関
連
記
事
）

抱負を語る山口教授

国際バカロレア・
ディプロマプログラム

認定校に

ＩＢＤＰの認定証

経
営
学
部
来
春
ス
タ
ー
ト

岡
山
理
科
大
学

「
価
値
が
創
造
で
き
る
人
材
」

を
育
成

類
例
な
い

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ラ
ボ
」

企
業
の
課
題
解
決
に
も

取
り
組
む

英
数
学
館
中
・
高
等
学
校

グローバル人材育成に期待
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学
校
法
人
加
計
学
園
監
事

を
２
０
１
３
年
６
月
１
日
か

ら
今
年
６
月
30
日
ま
で
務
め

た
弁
護
士
の
木
澤
克
之
さ
ん

＝
写
真
＝
が
、
７
月
19
日
付

で
最
高
裁
判
事
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。
木
澤
さ
ん
は
就
任

会
見
で
、「
約
40
年
の
弁
護

士
経
験
か
ら
培
っ
た
市
民
感

覚
を
踏
ま
え
、正
義
と
公
平
、

健
全
な
社
会
常
識
に
か
な
う

法
律
の
解
釈
、
適
用
に
努
め

た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
て
い

ま
す
。
活
躍
を
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

木
澤
さ
ん
は
１
９
５
１
年

生
ま
れ
。
立
教
大
学
法
学
部

卒
。
１
９
７
７
年
に
東
京
弁

護
士
会
に
弁
護
士
登
録
し
、

司
法
研
修
所
民
事
弁
護
教

官
、
立
教
大
法
科
大
学
院
教

授
な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。

前
任
者
が
７
月
３
日
に
定
年

退
官
（
70
歳
）
し
た
の
に
伴

い
、
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
高
裁
判
事
は
最
高
裁
長

官
を
含
め
15
人
い
て
、
長
官

以
外
は
内
閣
が
任
命
し
、
天

皇
陛
下
が
認
証
さ
れ
ま
す
。

高
位
の
官
職
を
示
す
、
い
わ

ゆ
る
「
認
証
官
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

元
学
園
監
事
の

木
澤
さ
ん

加
計
学
園

千葉科学大学

歩
い
て
「
銚
子
」
学
ぶ

金
目
鯛
調
理
も

最
高
裁
判
事
に
就
任

　

千
葉
科
学
大
学
で
は
、
授
業

科
目
「
銚
子
学
」
の
一
環
で
「
ま

ち
歩
き
実
習
」
＝
写
真
㊤
＝
を

７
月
23
日
に
行
い
、
10
人
の
学

生
が
参
加
。
銚
子
の
海
・
川
の

防
災
に
関
す
る
歴
史
を
学
び
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
銚
子
駅
を
出
発
し
て
、

津
波
防
災
の
逸
話
「
稲
む
ら
の

火
」
で
知
ら
れ
る
ヤ
マ
サ
醤
油

第
７
代
当
主
・
濱
口
梧
陵
紀
徳

碑
▽
利
根
川
を
望
む
河
岸
公
園

（
江
戸
を
洪
水
か
ら
守
る
た
め

の
利
根
川
東
遷
事
業
で
完
成
）

▽
銚
子
港
の
整
備
事
業
に
取
り

組
ん
だ
濱
口
吉
兵
衛
の
銅
像
な

ど
の
名
所
・
史
跡
を
巡
り
ま
し

た
。
全
行
程
は
約
１
㌔
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
銚
子
市
漁
業
協
同

組
合
で
は
、
女
性
部
の
皆
さ
ん

の
協
力
で
「
魚
の
さ
ば
き
方
教

室
」
を
開
い
て
い
た
だ
き
、
銚

子
名
物
「
金
目
鯛
」
の
さ
ば
き

方
を
学
習
・
体
験
＝
写
真
㊦
。

自
分
た
ち
で
調
理
し
た
金
目
鯛

に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

岡
山
理
科
大
学
が

文
部
科
学
省
に
申
請

し
て
い
た
14
学
科
の

収
容
定
員
増
が
６
月
30

日
付
で
認
可
さ
れ
ま

し
た
。
入
学
定
員
は
来

年
度
、
１
４
３
０
人

か
ら
１
６
１
５
人
へ
と

１
８
５
人
増
え
ま
す
。

１
６
１
５
人
は
中
四
国

地
方
に
母
体
を
置
く
私

立
大
学
で
最
多
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

学
科
別
の
定
員
増
の

内
訳
は
上
表
の
通
り
で

す
。

学　　科 現定員 新定員 増員
応用数学科 95 110 15
化学科 70 75 5
応用物理学科　物理科学専攻 40 45 5
基礎理学科 75 90 15
生物化学科 85 95 10
臨床生命科学科 85 95 10
動物学科 40 45 5
バイオ・応用化学科 75 85 10
機械システム工学科 85 90 5
情報工学科 85 95 10
建築学科 70 75 5
情報科学科 80 100 20
生物地球学科 120 140 20
経営学科（新設） － 130 130
※ 社会情報学科（募集停止） 80 － −80

計 185 岡
山
理
科
大
学

入
学
定
員
１
８
５
人
増
の
１
６
１
５
人

中
四
国
私
大
で
最
多
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玉
野
総
合
医
療
専
門
学
校

　

岡
山
理
科
大
学
専
門
学
校

か
ら
は
「
ド
ッ
グ
シ
ョ
ー
」

の
話
題
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ド
ッ
グ
シ
ョ
ー
は
世
界
各

国
で
行
わ
れ
て
お
り
、
代
表

的
な
も
の
に
英
国
の
「
ク
ラ

フ
ト
展
」、
米
国
の
「
ウ
ェ
ス

ト
ミ
ン
ス
タ
ー
展
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
、
社

団
法
人
Ｊ
Ｋ
Ｃ
（
ジ
ャ
パ
ン

ケ
ネ
ル
ク
ラ
ブ
）
と
傘
下
ク

ラ
ブ
が
開
催
す
る
も
の
を
含

め
て
、
年
間
３
０
０
回
以
上

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で

も
、「
Ｆ
Ｃ
Ｉ
ジ
ャ
パ
ン
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ド
ッ

グ
シ
ョ
ー
」
は
、
Ｊ
Ｋ
Ｃ
本

部
が
総
力
を
挙
げ
て
毎
年
１

回
春
に
開
催
す
る
も
の
で
、

国
内
最
大
規
模
の
ド
ッ
グ

シ
ョ
ー
と
し
て
定
着
し
て
い

ま
す
。

　

ド
ッ
グ
シ
ョ
ー
は
、
犬
の

姿
形
を
審
査
す
る
「
品
評
会
」

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
犬
種
の
理

想
に
も
っ
と
も
近
い
犬
を
評

価
す
る
目
的
で
行
わ
れ
ま
す
。

犬
種
ご
と
に
理
想
像
を
定
め

た
文
書
を
専
門
用
語
で
「
犬

種
標
準
（
Ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｒ

ｄ : 

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
）」
と

い
い
、
こ
れ
が
審
査
基
準
と

な
っ
て
い
ま
す
。
犬
種
標
準

は
、
そ
の
犬
種
の
姿
形
、
能

力
、
性
質
な
ど
を
保
存
す
る

た
め
に
定
め
た
も
の
で
、
繁

殖
指
針
と
し
て
優
良
な
犬
を
保

存
し
て
い
く
上
で
重
要
な
資
料

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
犬
種
標
準
に
近
い
犬

を
評
価
す
る
だ
け
で
な
く
、
ブ

リ
ー
ダ
ー
に
対
し
て
も
、
そ
の

繁
殖
の
正
し
さ
を
評
価
・
賞
賛

す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。
犬
を

よ
り
素
晴
ら
し
く
、
よ
り
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
に
見
せ
る
た
め
に

「
ハ
ン
ド
ラ
ー
」
が
犬
を
引
き
、

リ
ン
ク
内
を
周
回
さ
せ
ま
す
。

こ
の
時
に
歩
様
審
査
な
ど
審
査

員
の
指
示
通
り
に
犬
を
動
か
し

た
り
、
制
止
さ
せ
て
触
診
審
査

を
行
う
こ
と
で
、
そ
の
犬
種
毎

に
判
定
し
ま
す
。
ハ
ン
ド
ラ
ー

の
技
量
を
問
わ
れ
、
犬
を
よ
り

素
晴
ら
し
く
、
美
し
く
、
綺
麗

に
動
か
せ
、
見
せ
る
の
が
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

　

こ
の
ハ
ン
ド
ラ
ー
技
術
は
本

校
で
も
学
生
に
学
ば
せ
、
資
格

取
得
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
て

い
ま
す
。
資
格
テ
ス
ト
は
毎

年
、
Ｊ
Ｋ
Ｃ
が
各
地
区
の
ブ

ロ
ッ
ク
ご
と
に
開
催
。
本
校
で

は
、
毎
年
11
月
に
中
国
ブ
ロ
ッ

ク
の
ハ
ン
ド
ラ
ー
テ
ス
ト
に
参

加
し
て
お
り
＝
写
真
、
今
回
は

９
人
の
学
生
（
ト
リ
ミ
ン
グ
学

科
及
び
研
究
科
生
）
た
ち
が
受

験
し
、
全
員
が
合
格
し
ま
し
た
。

学
生
た
ち
に
と
っ
て
、
資
格
取

得
は
将
来
へ
繋
が
る
と
て
も
大

切
な
こ
と
で
、
自
信
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
こ
う
し
た
校
外
実

習
を
通
じ
て
、
学
生
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
学
生

た
ち
の
考
え
や
思
い
が
教
員
に

も
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
こ
の
世
界
、
結
果
が
伴

わ
な
い
こ
と
に
は
職
業
と
し
て

成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
犬
と
素
晴

ら
し
い
関
係
が
築
け
る
ハ
ン
ド

ラ
ー
の
育
成
を
目
指
し
て
、
資

格
取
得
に
一
層
の
応
援
・
支
援

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

岡
山
理
科
大
学
専
門
学
校

　

６
月
12
日
に
行
わ
れ
た「
第

11
回
た
ま
の
渋
川
ビ
ー
チ
サ

ッ
カ
ー
大
会
」
で
、
理
学
療

法
学
科
の
教
員
と
３
年
生
有

志
が
、
揃
い
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム

姿
で
出
場
選
手
へ

の
ト
レ
ー
ナ
ー
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
し

ま
し
た
＝
写
真
。

　

学
生
た
ち
は
、

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ト

レ
ー
ナ
ー
の
有
資

格
者
で
あ
る
吉
野

裕
之
先
生
の
事
前

指
導
を
受
け
て
か

ら
本
番
に
臨
み
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
激
し
い
試
合
で
身

体
を
痛
め
苦
し
そ
う
な
表
情
で

ブ
ー
ス
に
来
る
選
手
に
接
し
、

学
生
た
ち
は
緊
張
し
て
思
う
よ

う
に
対
応
で
き
な
い
様
子
で
し

た
。
そ
れ
で
も
、

選
手
に
真
剣
に

向
き
合
う
教
員

の
姿
を
目
の
当

た
り
に
し
、
一

つ
で
も
多
く
の

こ
と
を
吸
収
し

よ
う
と
目
の
色

を
変
え
て
施
術

に
見
入
っ
て
い

る
姿
が
印
象
的

で
し
た
。

　

理
学
療
法
学
科
３
年
の
石
尾

敦
貴
君
は
「
ト
レ
ー
ナ
ー
活
動

に
参
加
で
き
た
の
は
、
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
が
多
い
玉

野
総
合
医
療
専
門
学
校
だ
か
ら

こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の

目
指
し
て
い
る
環
境
に
近
い
体

験
が
で
き
た
こ
と
は
将
来
に
繋

が
る
良
い
体
験
で
し
た
」
と
目

を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
取
り
組
み
で
、
予

想
を
超
え
る
大
勢
の
選
手
が
詰

め
掛
け
大
変
で
し
た
が
、
学
校

や
実
習
で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き

な
い
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。
今
後
の
飛
躍
を
期
待

し
ま
す
。

御
影
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
こ
ど
も
園

　

７
月
29
日
夕
方
、
こ

ど
も
園
の
園
児
や
家
族

を
は
じ
め
地
域
住
民

の
方
な
ど
を
招
い
て
、

夕
涼
み
会
「Sum

m
er 

Festival!

」
を
開
催
し

ま
し
た
＝
写
真
。
会
場

と
な
っ
た
園
庭
と
遊
戯

室
に
は
園
児
た
ち
が
作

っ
た
提
灯
を
飾
り
つ

け
、
約
３
５
０
人
の
来

場
者
を
賑
や
か
に
出
迎

え
ま
し
た
。

　

夕
涼
み
会
で
は
園
の

職
員
だ
け
で
な
く
、
け

や
き
の
会（
保
護
者
会
）

の
方
々
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
こ
と
で
、
数
多

く
の
模
擬
店
を
出
店
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ジ
ュ
ー
ス
や

焼
き
そ
ば
、
イ
ン
ド
の
伝
統
料

理
「
サ
モ
サ
」
の
提
供
や
、ヨ
ー

ヨ
ー
釣
り
、く
じ
引
き
、
輪
投
げ
、

迷
路
な
ど
の
ゲ
ー
ム
、そ
し
て
う

ち
わ
作
り
を
体
験
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
思
い
思
い

に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
う
さ
ち
ゃ
ん
音
頭
」

や
「
イ
エ
ロ
ー
・
サ
ブ
マ
リ
ン

音
頭
」
に
合
わ
せ
て
み
ん
な
で

楽
し
く
踊
り
ま
し
た
。
最
後
は

職
員
で
結
成
し
た
フ
ラ
ダ
ン
ス

部
に
よ
る
華
や
か
な
フ
ラ
ダ
ン

ス
に
続
い
て
、
全
員
で
「
南
の

島
の
ハ
メ
ハ
メ
ハ
大
王
」
を
踊

っ
て
夕
涼
み
会
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

　

普
段
と
は
様
子
の
違
う
園
の

雰
囲
気
を
、
園
児
た
ち
は
思
い

っ
き
り
楽
し
み
、
夏
の
思
い
出

の
一
つ
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

ド
ッ
グ
シ
ョ
ー
と
ハ
ン
ド
ラ
ー

ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
大
会
で

ト
レ
ー
ナ
ー
サ
ー
ビ
ス

Summer Festival！  350人でにぎわう
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岡
山
理
科
大
学
附
属
高
等
学
校

岡
山
理
科
大
学
附
属
高
等
学
校
通
信
課
程

　

倉
敷
市
の
大
原
美
術
館
で
６

月
12
日
、
校
外
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。
平
日
コ
ー
ス
41
人
、

日
曜
コ
ー
ス
か
ら
13
人
の
生
徒

が
参
加
し
、
美
術
の
世
界
を
堪

能
し
ま
し
た
。

　

教
員
に
よ
る
美
術
館
で
の
マ

ナ
ー
指
導
＝
写
真
＝
に
続
い
て
、

学
芸
員
の
方
か
ら
、
美
術
館
の

歴
史
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
の
生
徒

も
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に

聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は

自
由
に
館
内
を
見
学
。
世
界
的

な
名
画
や
彫
刻
を
間
近
に
見
て
、

生
徒
た
ち
は
感
動
し
た
様
子
で

し
た
。

大原美術館で校外研修
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
後
援
事
業
の
一
環
と

し
て
、
生
徒
・
保
護
者
を
対
象

と
し
た
文
化
講
演
会
が
６
月
４

日
、
本
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
、
川
崎
医
療
福

祉
大
学
医
療
福
祉
学
部
臨
床
心

理
学
科
長
の
保
野
孝
弘
先
生
を

お
招
き
し
て
、「
眠
り
の
脳
科

学
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
＝
写

真
。
先
生
は
、
眠
り
の
生
活
習

慣
を
見
直
す
こ
と
で
、
勉
強
や

体
力
向
上
に
役
立
つ
こ
と
を
教

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ク
イ

ズ
を
交
え
な
が
ら
の
お
話
し

は
、
楽
し
く
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
、
生
徒
た
ち
は
睡
眠
の
重

要
性
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
た
よ
う
で
す
。

吉
備
高
原
学
園
高
等
学
校

「眠りの脳科学」テーマに
文 化 講 演 会

　

今
年
も「
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
エ

ン
ス
キ
ャ
ン
プ
in 

岡

山
」
が
実
施
さ
れ
、

加
計
学
園
が
交
流
協

定
を
結
ぶ
泰
日
工
業

大
学
（
バ
ン
コ
ク
）

の
仲
立
ち
で
、
タ
イ

の
高
校
生
12
人
、
引

率
教
員
５
人
、
同
大

学
職
員
２
人
の
計
19

人
が
８
月
３
日
～
10

日
に
本
校
を
訪
れ
ま

し
た
＝
写
真
。
本
校

Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
の
一
環

で
、
同
大
学
を
起
点

と
し
た
タ
イ
の
高
校

生
と
の
国
際
交
流
と

し
て
、
昨
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

一
行
は
御
津
国
際

交
流
会
館
に
宿
泊
。

２
日
目
に
は
、
本
校

書
道
部
・
茶
道
部
に

よ
る
日
本
文
化
体
験

講
座
の
後
、
大
学
の

Ａ
１
号
館
ラ
ウ
ン
ジ

で
、歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー

が
盛
大
に
開
か
れ
ま

し
た
。
タ
イ
の
高
校

生
は
岡
山
市
内
を
見

下
ろ
す
素
晴
ら
し
い

眺
望
に
感
動
し
た
様

子
で
、
本
校
の
生
徒

と
し
き
り
に
写
真
撮

影
を
し
て
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

翌
日
に
は
、
両

国
の
高
校
生
が
合

同
グ
ル
ー
プ
で
物
理

実
験
と
液
体
窒
素
を

使
用
し
た
実
験
を
行

い
、
お
互
い
に
打
ち

解
け
ま
し
た
。
そ
の

後
、
岡
山
理
科
大
学

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
で
工
学
部
建
築

学
科
の
実
験
棟
や
、

バ
イ
オ
・
応
用
化
学

科
の
生
命
動
物
教
育

セ
ン
タ
ー
で
好
適
環

境
水
に
よ
る
人
工
養

殖
を
見
学
。
最
新
の

研
究
施
設
と
そ
の
レ

ベ
ル
の
高
さ
に
驚
き

の
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。
５
日
目
に

は
、
蒜
山
学
舎
に
宿

泊
し
、
タ
イ
と
本
校

の
生
徒
が
蒜
山
で

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

に
出
か
け
、
英
語
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
な
が
ら
、

大
自
然
の
中
で
生
態

系
を
観
察
し
、
樹
木

の
年
輪
解
析
実
習
を

行
い
ま
し
た
。

　

来
年
１
月
上
旬
に

は
本
校
の
生
徒
が
、

タ
イ
を
訪
問
す
る
予

定
で
す
。

タ
イ
の
高
校
生
招
き
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ
開
催
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岡
山
理
科
大
学

　

異
文
化
理
解
の

テ
ー
マ
で
随
時
研
修

活
動
を
行
っ
て
い
る

若
手
職
員
を
中
心
と

し
た
メ
ン
バ
ー
が
、

７
月
１
日
～
７
月
３

日
の
３
日
間
、
ア
メ

リ
カ
訪
日
文
化
研
修

団
３
人
（
引
率
教
員

１
人
、
学
生
２
人
）

を
受
け
入
れ
て
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
体

験
を
し
ま
し
た
。
宗

教
上
等
の
理
由
か
ら
、

学
生
達
に
は
食
べ
ら

れ
な
い
物
が
い
く
つ

か
あ
り
、
３
日
間
の
予
定
を
組

む
中
で
、
食
事
に
は
最
も
気
を

使
い
ま
し
た
が
、
異
文
化
を
理

解
す
る
と
て
も
い
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
夕
食
の

み
の
顔
合
わ
せ
を
し

ま
し
た
。
初
め
は
お
互
い
緊
張

し
て
い
ま
し
た
が
、
若
手
職
員

で
作
成
し
た
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
表

研
修
室

　

教
育
交
流
協
定
を

結
ん
で
い
る
米
国
オ

ハ
イ
オ
州
の
ラ
イ
ト
、

フ
ィ
ン
ド
リ
ー
両
大

学
の
学
生
ら
20
人
の

研
修
団
と
岡
山
理
科

大
学
で
学
ぶ
留
学
生

ら
を
交
え
て
７
月
12

日
、
恒
例
の
「
Ｋ
Ａ

Ｋ
Ｅ
国
際
祭
り
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
も

含
め
約
３
０
０
人
が

言
葉
の
壁
を
越
え
て

交
流
し
ま
し
た
＝
写

真
。

　

料
理
に
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
の

戒
律
に
従
っ
た
パ
キ
ス
タ
ン
の

鶏
肉
料
理
や
中
国
の
チ
ャ
ー
ハ

ン
、
ベ
ト
ナ
ム
の
春
巻
き
な
ど

も
あ
り
、
研
修
団
の
学
生
た
ち

は
「
お
も
て
な
し
」
を
堪
能
し

た
様
子
で
し
た
。

　

学
生
の
一
人
は
「
親
切
で
真

面
目
な
日
本
の
国
民
性
を
学
べ

た
。
こ
の
経
験
を
今
後
に
生
か

し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

研
修
団
は
６
月
27
日
に
来
日
。

７
月
20
日
ま
で
の
研
修
期
間

中
、
武
道
や
華
道
、
七
夕
祭
り

な
ど
も
体
験
し
、
日
本
文
化
を

学
び
ま
し
た
。

　

新
見
市
西
方
の
約
１
６
０

０
万
年
前
の
地
層
で
採
取
さ

れ
た
化
石
が
大
型
の
肉
食
魚
、

カ
マ
ス
サ
ワ
ラ
属
の
上
あ
ご

だ
っ
た
こ
と
が
、
本
学
生
物

地
球
学
部
の
石
垣
忍
教
授（
古

生
物
学
）
ら
の
グ
ル
ー
プ
の

研
究
で
分
か
り
ま
し
た
。

　

石
垣
教
授
は
「
サ
ワ
ラ
族

の
進
化
過
程
を
理
解
す
る
う

え
で
重
要
な
資
料
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

加
計
学
園

を
渡
す
こ
と
で
、
打
ち
解
け
る

き
っ
か
け
に
な
り
、
次
第
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
後
楽
園
、
理
大

専
門
学
校
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
を
訪

れ
、
３
日
目
は
児
島
で
ジ
ー
ン

ズ
作
り
や
学
生
服
の
試
着
体
験

を
し
ま
し
た
。
英
語
の
み
の
会

話
の
中
で
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
や

表
現
を
変
え
て
も
ら
う
な
ど
工

夫
を
し
な
が
ら
、
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
研
修

団
の
学
生
も
と
て
も
喜
ん
で
も

ら
え
た
よ
う
で
し
た
。

　

発
見
さ
れ
た
地
層
は
「
備

北
層
群
」
で
、
化
石
は
縦
３
・

７
㌢
、
横
７
㌢
。
１
９
９
４

年
に
石
垣
教
授
が
採
取
し
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
を
北
九
州

市
立
自
然
史
・
歴
史
博
物
館

の
学
芸
員
ら
と
一
緒
に
鑑
定

し
て
み
た
と
こ
ろ
、
魚
類
の

上
あ
ご
の
一
部
と
判
明
。
歯

の
並
び
方
な
ど
か
ら
種
類
を

特
定
し
ま
し
た
。
上
あ
ご
の

大
き
さ
か
ら
推
定
し
て
全
長

は
１
４
０
㌢
程
度
と
み
ら
れ

ま
す
。

後楽園を楽しむ一行

理専のオープンキャンパスではワンちゃんとの触れ合いも

若
手
職
員
が
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
体
験

米国訪日文化研修団迎えＫＡＫＥ国際祭り
３
０
０
人
が
言
葉
の
壁
越
え
て
交
流

新
見
で
魚
類
の
化
石
発
見

大型の肉食魚と判明

石垣教授らのグループ

　

今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
研
修
は
岡
山
理
科
大

学
の
大
饗
、
齋
藤
、
木
畑
、
お
よ
び
岡
山
理

科
大
学
専
門
学
校
の
岡
本
、
田
淵
の
各
諸
君

ら
が
企
画
し
、
実
施
し
て
く
れ
ま
し
た
。
本
報

告
も
、
彼
ら
自
身
の
手
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ

の
研
修
を
も
と
に
得
た
異
文
化
を
理
解
す
る
、

す
な
わ
ち
人
間
一
人
ひ
と
り
に
気
遣
い
、
配
慮

で
き
る
力
を
も
と
に
、
学
園
職
員
と
し
て
も
大

き
く
成
長
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

研
修
室
か
ら
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文
化
審
議
会
が
７
月
15
日
、

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
人

間
国
宝
）
に
認
定
す
る
５
人
を

答
申
し
、
工
芸
技
術
の
部
で
、

芸
術
学
部
デ
ザ
イ
ン
芸
術
学
科

（
テ
キ
ス
タ
イ
ル
分
野
）
の
村

上
良
子
教
授
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

同
分
野
で
は
、
女
性
で
最
年
少

と
な
り
ま
す
。

　

村
上
教
授
は
１
９
５
０
年
秋

田
県
生
ま
れ
。
１
９
７
７
年
か

ら
４
年
間
、
紬つ
む
ぎ
お
り織
の
人
間
国

宝
・
志
村
ふ
く
み
さ
ん
に
師
事
。

１
９
９
９
年
に
本
学
へ
赴
任

し
、
２
０
０
１
年
か
ら
教
授
と

し
て
学
生
の
指

導
に
あ
た
る
一

方
、
伝
統
的
な

紬
織
に
、
綴
つ
づ
れ
お
り織

の
手
法
を
絣か
す
り

と

組
み
合
わ
せ
て

用
い
る
な
ど
独

自
の
技
法
を
用

い
た
着
物
を
多

く
発
表
し
、
そ

の
現
代
的
な
表

現
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
０
７
年
に
は
紫
綬
褒
章
を

受
章
し
て
い
ま
す
。

　

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者（
人

間
国
宝
）
は
、
歴
史
上
ま
た
は

芸
術
上
価
値
の
高
い
も
の
を「
無

形
文
化
財
」、重
要
な
も
の
を「
重

要
無
形
文
化
財
」
と
し
て
指
定
。

そ
れ
ら
の
技
を
高
度
に
体
現
し

て
い
る
個
人
ま
た
は
個
人
の
集

団
を
「
保
持
者
」
ま
た
は
「
保

持
団
体
」
と
認
定
し
て
い
ま
す
。

「
紬
織
」
で
の
保
持
者
は
村
上
教

授
の
師
で
あ
る
志
村
さ
ん
も
含

め
て
今
回
で
３
人
目
で
す
。

　

倉
敷
芸
術
科
学
大
学
に
来
年

４
月
、
危
機
管
理
学
部
が
開
設

さ
れ
ま
す
。
災
害
や
事
件
・
事

故
な
ど
へ
の
対
応
だ
け
で
な

く
、
企
業
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
に
ら
ん
だ
人
材
育
成
を

進
め
て
い
く
の
が
大
き
な
特
徴

で
す
。
社
会
や
企
業
の
「
想
定

外
」に
備
え
ら
れ
る
エ
キ
ス
パ
ー

ト
の
養
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
１
年
次
で

危
機
管
理
学
、
経
済
・
経
営
学
、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
の

基
礎
を
学
び
、
２
年
次
以
降
、

民
間
企
業
と
公
務
員
の
両
モ
デ

ル
に
沿
っ
て
専
門
的
な
知
識
を

深
め
て
い
き
ま
す
。
民
間
企
業

モ
デ
ル
な
ら
、
２
年
次
で
企
業

経
営
危
機
論
Ⅰ
・
Ⅱ
、
３
年
次

で
金
融
リ
ス
ク
管
理
論
な
ど
。

一
方
、
公
務
員
モ
デ
ル
で
は
２

年
次
で
災
害
対
策
概
論
、
危
機

管
理
政
策
論
、
３
年
次
で
環
境

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
モ
デ
ル
も
経
済
・

経
営
学
を
ベ
ー
ス
に
６
つ
の
リ

ス
ク
（
経
済
、
金
融
、
企
業
不

祥
事
、
自
然
災
害
、
産
業
安
全
、

情
報
）
を
中
心
に
、
幅
広
く
危

機
管
理
学
に
つ
い
て
学
習
す
る

の
は
共
通
し
て
い
ま
す
。

　

企
業
の
危
機
管
理
担
当
、
警

察
官
、
消
防
士
、
自
衛
官
な
ど

と
活
躍
の
場
は
広
が
っ
て
い
き

ま
す
。

　

な
お
、
危
機
管
理
学
部
・
危

機
管
理
学
科
（
定
員
90
人
）の
新

設
に
伴
い
、産
業
科
学
技
術
学

部
・
経
営
情
報
学
科
は
学
生
募

集
を
停
止
し
ま
す
。
危
機
管
理

学
部
長
に
は
千
葉
科
学
大
学
で

危
機
管
理
学
部
長
を
務
め
ら
れ

た
坂
本
尚
史
教
授
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
坂
本
教
授
は
「
私

が
関
東
で
こ
れ
ま
で
実
践
し
て

き
た
危
機
管
理
教
育
が
い
よ

い
よ
倉
敷
を
舞
台
に
始
ま
り
ま

す
。」と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
す
。

倉
敷
芸
術
科
学
大
学

人間国宝に認定された村上教授

村上教授の作品「夏
なつ

 宵
よい

」

伝
統
に
生
か
す
現
代
的
表
現
に
高
い
評
価

村上教授が人間国宝に 危機管理学部新設
「
想
定
外
」
に
備
え
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成

抱負を語る坂本教授


